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　カセットボンベとスプレー缶は「中
身を使い切って」「穴を開けずに」「カ
セットボンベとスプレー缶だけを袋に
まとめて」資源ごみの日に出すことに
なっています。

ご注意ください
冬期間の油流出事故

　冬期間は、事業所や一般家庭のホームタ
ンクから重油や灯油などが漏れ出して用水
路、河川などに流出する事故が多発します。
主な原因は、ホームタンクから油の移し替
えの途中に目を離したことやバルブ・配管の
破損などとなっています。
　油の流出は環境を汚染し、その処理に多
額の費用を要します。処理経費は原因者の
負担になりますので、普段から点検や補修
を行い、油流出事故を防ぎましょう。

問農林環境エネルギー課☎66-2111 内線143

カセットボンベ・スプレー缶の
中身を使い切れないとき…
　中身が入った状態でごみに出すと、
ごみ収集時にガス漏れによる火災が発
生する原因になります。　　　
　カセットボンベとス
プレー缶の中身をどう
しても使い切れないと
きは「穴を開けて」
中身を空にしてから
ごみに出してください。

　

小
屋
瀬
中
学
校
（
佐
久
山
明
彦
校
長
・

生
徒
17
人
）
は
「
い
わ
て
ユ
ネ
ス
コ
賞
」

の
科
学
賞
を
受
賞
。
11
月
14
日
、
同
校

で
賞
状
の
伝
達
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

11
月
16
日
、
同
校
の
生
徒
ら
が
町
長

室
を
訪
れ
て
受
賞
の
報
告
を
行
い
、
鈴

木
町
長
は
「
長
い
間
、
小
屋
瀬
中
学
校

が
調
査
・
研
究
を
重
ね
て
き
て
く
れ
た

活
動
を
通
し
て
、
自
然
の
豊
か
さ
を
よ

り
具
体
的
に
伝
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

次
の
代
に
も
継
続
、
永
続
し
た
活
動
に

な
る
よ
う
に
後
輩
に
も
伝
え
て
い
っ
て

ほ
し
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

同
校
で
は
、
サ
ク
ラ
ソ
ウ
や
モ
リ
ア

オ
ガ
エ
ル
、
カ
ワ
シ
ン
ジ
ュ
ガ
イ
の
調

査
の
ほ
か
環
境
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を

行
っ
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
の
活
動
が
認

め
ら
れ
、
い
わ
て
ユ
ネ
ス
コ
賞
の
科
学

賞
の
ほ
か
11
月
１
日
に
は
県
教
育
表
彰

を
受
賞
し
て
い
ま
す
。

※各家庭にお配りしている手引書およ
　び分別一覧表では「穴を開けずに出
　すこと」としています。カセットボ
　ンベとスプレー缶は、ごみに出す前
　に使い切るようにしましょう！

な み にち …

小屋瀬中いわてユネスコ賞
県 教 育 表 彰

を受賞

外
山
外
山    

尋尋ひ

ろ

と

ひ

ろ

と人人
さ
ん
（
３
年
）

　自分たちのしてきた活動が認めら
れ、今回の受賞につながりとてもう
れしいです。
　３年間取り組んできた中で、今年
が一番モリアオガエルの数が多く、
昨年と比べると倍以上に増えていま
した。これまでの活動の成果が出て
きているのではないかと思います。

モリアオガエルモリアオガエルグループリーダーグループリーダー

活
動
の
成
果
が
認
め
ら
れ
う
れ
し
い

活
動
の
成
果
が
認
め
ら
れ
う
れ
し
い

　これまでの活動や先輩方の活動が
認められてうれしいし、地域の方々
の理解と協力に感謝しています。
　今回、新しい取り組みとしてサク
ラソウの人工移植をしました。オオ
ハンゴンソウの駆除と合わせてこれ
からの成果になるので、継続して研
究していきたいです。

丸
山
丸
山    

玲玲れ

な

れ

な奈奈
さ
ん
（
３
年
）

サクラソウサクラソウグループリーダーグループリーダー

先
輩
の
活
動
や
地
域
の
方
々
に
感
謝

先
輩
の
活
動
や
地
域
の
方
々
に
感
謝

いわてユネスコ賞の受賞を喜ぶ小屋瀬中学校の生徒と関係者の皆さん
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【相談・問い合わせ先】総務企画課 いらっしゃい葛巻推進室 ☎66-2111 内線221・224・225

いらっしゃい
くずまき通信
移住定住・交流ガイド移住定住・交流ガイド

首
都
圏
の
若
者
に
町
で
の
暮
ら
し
に
つ

い
て
紹
介
す
る
嵯
峨
檀ま

ゆ
みさ
ん
㊨

セ
ミ
ナ
ー
レ
ポ
ー
ト

ふ
る
さ
と
暮
ら
し
相
談
会

　

11
月
５
日
、
東
京
都
有
楽

町
の
ふ
る
さ
と
回
帰
支
援
セ

ン
タ
ー
で
「
岩
手
県
ふ
る
さ
と

暮
ら
し
相
談
会 

岩
手
×
若
手
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
セ
ミ
ナ
ー
は
、
首
都
圏

か
ら
の
若
者
の
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
を

拡
大
し
よ
う
と
葛
巻
町
の
ほ
か

久
慈
市
や
二
戸
市
、
雫
石
町
な

ど
６
市
町
が
参
加
。
各
地
域
で

活
躍
す
る
若
者
た
ち
が
そ
れ
ぞ

れ
の
仕
事
や
暮
ら
し
の
様
子
を

紹
介
し
ま
し
た
。

　

当
町
か
ら
は
、
４
月
に
青
森

県
八
戸
市
か
ら
移
住
し
、
株
式

会
社
岩
手
く
ず
ま
き
ワ
イ
ン
で

働
い
て
い
る
嵯
峨
檀ま

ゆ
みさ

ん
が
、

ワ
イ
ン
工
場
で
の
仕
事
の
様
子

や
入
居
し
て
い
る
定
住
促
進
住

宅
で
の
暮
ら
し
に
つ
い
て
紹
介

し
ま
し
た
。

　

移
住
後
に
町
民
の
方
に
勧
め

ら
れ
て
初
挑
戦
し
た
オ
フ
ロ
ー

岩
手
の
若
者
が
伝
え
る

地
元
ふ
る
さ
と
暮
ら
し

移
住
に
よ
り
感
じ
た

葛
巻
暮
ら
し
を
Ｐ
Ｒ

ド
バ
イ
ク
の
話
題
に
触
れ
「
葛

巻
町
に
移
住
す
る
ま
で
、
自
分

が
バ
イ
ク
に
乗
る
な
ん
て
思
っ

て
も
み
な
か
っ
た
。
最
初
は
怖

か
っ
た
け
れ
ど
、
慣
れ
て
く
る

と
高
原
を
走
る
の
が
と
て
も
気

持
ち
い
い
」
と
、
自
然
豊
か
な

町
で
暮
ら
す
新
た
な
楽
し
み
を

語
り
、
参
加
者
の
関
心
を
誘
っ

て
い
ま
し
た
。

　

相
談
会
に
は
、
地
方
に
活
躍

の
舞
台
を
探
し
求
め
て
い
る
首

都
圏
在
住
の
若
者
が
20
人
以
上

来
場
し
ま
し
た
。
寄
せ
ら
れ
る

質
問
な
ど
か
ら
、
仕
事
や
住
ま

い
の
情
報
だ
け
で
は
な
く
趣
味

や
友
人
関
係
、
若
者
同
士
の
交

流
な
ど
も
移
住
の
ポ
イ
ン
ト
に

な
っ
て
い
る
こ
と
が
感
じ
ら
れ

ま
し
た
。

　

人
と
人
と
の
つ
な
が
り
を
よ

り
身
近
に
感
じ
ら
れ
る
田
舎
暮

ら
し
の
良
さ
を
伝
え
な
が
ら
、

町
で
は
今
後
も
若
者
の
移
住
促

進
の
た
め
、
積
極
的
な
Ｐ
Ｒ
や

情
報
を
発
信
し
て
い
き
ま
す
。

人
と
の
つ
な
が
り

移
住
す
る
決
め
手

◀Hikingレディオは
毎週金曜日13:00
から放送中!
※鶴木さんは、月に
数回出演しています。

　こんにちは。７月から地域おこし協力隊員に着任
した「鶴

つ る き

木優
ゆ う ご

悟」です。私は、くずまき型ＤＭＯの
取り組みの中で、町の観光について担当しており、
現在は観光施設の調査や情報発信業務などを行って
います。
　葛巻の観光情報サイト「M

モ ウ

OWっと！Ｋuzumaki」
（http://kuzumaki-milne.com/）の更新やエフエムい
わて「Hiking（ハイキング）レディオ」に出演させ
ていただき、町の旬な情報をお届けしています。
　今後も葛巻の豊かな自然を写真や映像に残して、
より多くの人に知ってもらえるようにＰＲしていき
ます。また、町の人が楽しめるようなイベントも企
画していきたいと思っていますので、皆さんご期待
ください！

　間もなく本格的な冬が到来しますが、静岡県出身
の私にとって氷点下は未知の世界…。今からドキド
キ。雪が降るだけでもワクワクしています。
　この冬はスキーなどのスポーツを楽しみたいと
思っています。普段は、役場総務企画課にいますので、
見かけたら気軽に声を掛けてくださいね！

盛岡 76.1MHｚ
二戸 82.2MHｚ
防災ラジオ⑤ボタン

　今月号から地域おこし協力隊員の取り組みをお知らせします。個性豊かな隊員たちの活動や
さまざまな視点から見る町の様子などを隊員自ら発信していきますので、皆さんお楽しみに。

今月は…
鶴木優悟隊員
　の活動報告

vol.1地 しお域 こ 協 隊力 レポート

旬な話題を発信中！


